
株式会社 なかた農園（福島県浪江町）

• ねぎは数日畑に置いておける
ため、収穫日程の調整が楽。

• 畑で収穫できたものを全て流
通に乗せることができるため、
歩留まりが良い。

• ねぎは暑さに弱いため、近年
の温暖化の影響を受けやすい。

• 虫や泥に関するクレームは絶
えない。

生産してみて

担当者名：代表取締役 中田 幸治
作付面積：水稲40ha、ねぎ15ha（加工８割、生鮮２割）
取引先：加工工場、JA、その他
その他：社員数:30人（アジアの技能実習生が３人）

経営の概要

• 主な出荷先である飲食店とは、
直接の取引をしておらず、
カット業者と取引を行ってい
る。種苗会社の紹介でカット
業者と繋がった。

• 他にも、タウンページで探し
た実需者にねぎを持って営業
しに行ったり、ネットでマッ
チングしたりと繋がり方は
様々。

実需者とのつながり

• 冬場の供給量減少をカバーす
るためにも、枝豆や冷凍野菜
に取り組んでみたい。

• 国内よりも人口の多い国に輸
出した方が良いという考えか
ら、３年後には、輸出を含め
た新しい事業を展開予定。

今後について

売り先を見つけてから種を落とす！
加工野菜はロットが大きくなるため、数軒で一緒に取り組むことがオススメ！

新規取組する方へのアドバイス

浪江町


